
 9:30 〜　身近な鳥カワラヒワの地域変異を調べてみよう

10:00 〜　最近の中国のトキ事情

10:30 〜　日本に生息するミソサザイに地理的な違いはあるか

11:00 〜　山階鳥類研究所紹介

11:30 〜　ヤキトリの鳥類学

12:00 〜　身近な鳥カワラヒワの地域変異を調べてみよう

12:30 〜　（昼休み）

13:00 〜　最近の中国のトキ事情

13:30 〜　日本に生息するミソサザイに地理的な違いはあるか

14:00 〜　山階鳥類研究所紹介

14:30 〜　ヤキトリの鳥類学
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山階鳥類研究所紹介

身近な鳥カワラヒワの

地域変異を調べてみよう

最近の中国のトキ事情

日本に生息するミソサザイに

地理的な違いはあるか

ヤキトリの鳥類学

皆さんご存じの身近な鳥、カワラヒワには、じつは進化的にとてもユニークな

地域集団が含まれていることが最近の研究から明らかとなりつつあります。DNA

解析や外部形態から、カワラヒワの地域変異について紹介します。

最近の中国でのトキの生息状況について写真を中心にして話します。

姿形に地理的な違いがあるとき、種の中に亜種という枠を設けて分けることが

あります。日本のミソサザイは 3つの亜種に分けられていますが、これは妥当な

分け方なのか、DNA 塩基配列で調べてみました。

最老若男女に愛されているヤキトリは、ニワトリという鳥のパーツです。

砂肝はなぜコリコリしているかなど、ヤキトリについて学ぶことで、空を飛ぶ

鳥についての洞察を得たいと思います。

講演内容

11 月 3日　時間割

山階鳥類研究所はどんなところか、沿革と現在の活動についてスライドを使って

お話します。

やや専門的

一般向け

専門的

一般向け

一般向け

お子様にも

おすすめ

2013 山階鳥研見にレクチャー 終了しました


